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スタジオ・社内共用エリア

事業会社①

事業会社③

事業会社②

接客エリア（カンファレンススペース）

試写会接客エリア（多目的スペース）

エントランスロビー

スタジオ・社内共用エリア

社用共用（フューチャーセンター・ナレッジセンター）

Office

開発本番ネットワーク

社内ネットワーク・
ナレッジデータベース

※On Office内でのコラボレーション、
Face to Face打合せは適宜どこでも実施

自宅 顧客先

外部

モバイルPC・
多機能電話

モバイルPC・
多機能電話

テレプレゼンス・
Web会議

個人席

センター ナレッジ

食堂・
リラクゼー
ション

本番
端末室 会議室

オープン
ミーティング

ある1日のワークシーン駅の
　モバイルスポットで・・・

クライアントと
　　バーチャル会議・・・

時間

場所
思考

行動

ダイバーシティ

レストランで・・・

自宅で・・・

“いつでも、どこでも、誰とでも”

ワークプレイス プランニング
企業にとってオフィスは戦略であり、主役は“人”です。
将来を見据えた「ワークスタイル」を考え、実現するためのワークプレイス創りを支援いたします。

ワークプレイス提案プロセス例
プランテーマ：生活行動を考慮した、人との干渉を促進するネットワーク／身の回りの環境変化に伴う即応力を発揮できる施設機能

新たなワークスタイル計画
を基に、オフィス全体の
機能配置から
インテリア計画まで
● 基本コンセプトの策定
● 共用エリア（会議室・応接室等）要件調査
● 特殊空間（サーバー室・ラボ等）要件調査
● レイアウト基本計画の作成
  （基準の策定、基本レイアウト図、イメージの提示等）
● 家具・什器・備品計画の作成
  （基準の策定、新規購入・転用計画の方針決定等）
● システム関連部門との調整
● その他設備基本計画の作成
  （電話・電源等）
● 移転・引越基本計画の作成

1.アンケート調査
2.ヒアリング調査
3.行動観察調査

4.時間利用度調査
5.シナリオプランニング

プログラミング
4.推進体制
5.具体的施策

1.ワークスタイルコンセプト
2.プロトタイピング
3.検証

新しいワークスタイル オフィスプラン
1.オフィスコンセプト
2.スタッキング、ゾーニング

プ
ラ
ン
B

3.レイアウトプラン
4.インテリア計画

2020年のそれぞれの世界での活動（仮設）

 行動観察による課題の抽出 *全部門共通  ワークスタイルの考え方事例

 ワークスタイルプロトタイプ事例

 各階スタッキング検討事例

 シナリオプランニング事例

基本レイアウト図作成例
プランテーマ：生活行動を考慮した、人との干渉を促進するネットワーク／身の回りの
環境変化に伴う即応力を発揮できる施設機能

ゾーニング案例基本レイアウト案例

タッチダウンイメージ

コラボレーションイメージ

ミーティングイメージ

リフレッシュイメージ

個室イメージ

Elevation

分散コミュニティ化

グローバル化

精神面重視

 国際チャレンジ社会
● 海外勤務（海外企業と連携推進）
● 企業内独立による評価制度
● バーチャルコミュニケーション

 国際交流社会
● 海外企業、個人との情報共有
● バーチャルコミュニケーション

 LOHAS社会
● ワークシュアによる雇用形態
● バーチャルコミュニケーション

 地域経済主導型社会
● 50％住宅勤務者体制
● バーチャルコミュニケーション

経済面重視日本のライフ　　スタイル変化

2015

2012

2020

オ
フ
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ス
プ
ラ
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ン
グ

調
査
結
果
の
分
析

日
本
の
経
済
ク
ラ
ス
タ
ー

>>
コミュニケーション
スペースの不足に
よる立ったままでの
会話
部門を問わずオフィ
ス内での立ったまま
での会話

ワークスタイルに最
適なＰＣ検討
紙資料を使用する
会議が主流であり、
終了後、資料を廃棄
している場面を多
数見かけた。

ワークスタイルに最
適なＰＣ検討
大画面要望者のノー
トＰＣ利用や、1人Ｐ
Ｃ2台使用など

一般執務エリア
管理者エリア
コラボレーション・ミーティング
リフレッシュエリア
タッチダウンエリア
個室エリア
業務サポートエリア

プ
ラ
ン
A
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